
瀬戸内国際芸術祭２０１３における先導導入について

○瀬戸内国際芸術祭２０１３において、瀬戸内海に浮かぶ離島、豊島を訪れる観光客に、
超小型モビリティによる魅力的で自由度の高い島内移動手段を提供する。

○島内移動手段が十分でない豊島の観光資源としての価値を高めるとともに、先進的な
ビリ 自体を目的とする観光客 来島も期待されるモビリティ自体を目的とする観光客の来島も期待される。

導入される超小型モビリティ
と導入エリアの概要

先導導入事業の内容

導入車両：
日産「ニューモビリティコンセプト」

と導入エリアの概要
○「現代アート×超小型モビリティ」を基本コ

ンセプトに、瀬戸内国際芸術祭２０１３の
夏・秋開催と併せに、超小型モビリティを
６台導入し、来島者に貸し出す。

○島内移動手段が不十分な豊島において、
先進的なモビリティによる新たな移動手
段を提供し 来島者の回遊性を高める

家浦浜

豊島美術館
段を提供し、来島者の回遊性を高めるこ
とで、観光資源としての価値向上を図り
地域活性化に貢献する。

○将来的には 豊島が掲げる「エネルギ
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○将来的には、豊島が掲げる「エネルギー
自給自足」と連携し、豊島において太陽
光により発電した電気を超小型モビリ
ティに充電することで 低炭素・省エネル 旧甲生小学校ティに充電することで、低炭素・省エネル
ギーで環境に負荷をかけない循環型社
会の実現を目指す。



超小型モビリティの導入促進

超小型モビリティは、交通の省エネルギー化に資するともに、高齢者を含むあらゆる世代に新たな地域の手軽な足を

平成２５年度予算額：２０１百万円 【平成２４年度補正予算額：３８１百万円】

超小型 リティは、交通 省 ネルギ 化 資する も 、高齢者を含むあらゆる世代 新たな地域 手軽な足を
提供し生活・移動の質の向上をもたらす、少子高齢化時代の「新たなカテゴリー」の乗り物。

その普及や関連制度の検討に向け、成功事例の創出、国民理解の醸成を促す観点から、地方公共団体等の主導に
よるまちづくり等と一体となった先導導入や試行導入の優れた取組みを重点的に支援。

人口減少 少子高齢化時代に向けた 超 ビリテ の導入により期待される効果

「超小型モビリテ

人口減少・少子高齢化時代に向けた
創造的イノベーションの提案

～クルマ、まちづくり、ライフスタイルの調和的革新に向けて～ ①省エネ・低炭素化への寄与

②生活交通における新たな交通手段の提供、

超小型モビリティの導入により期待される効果

「超小型モビリティ」
自動車よりコンパクトで、地域の手軽な移
動の足となる１人～２人乗り程度の車両

（エネルギー消費量は、通常の自動車に比
べ１／６ （電気自動車の１／２）程度）

新規市場・需要の創出

③子育て世代や高齢者の移動支援

④観光地や地域活動の活性化を通じた観光・地域振興写真：日産「ニューモビリティコンセプト」写真：日産「ニュ モビリティコンセプト」

地方公共団体等の主導によるまちづくり等と一体となった先導・試行導入の加速地方公共団体等の主導によるまちづくり等と一体となった先導・試行導入の加速

規制改革：公道走行をより簡便な手続きで可能とする新たな認定制度を創設（平成２５年１月）

幅広 方 実際 車 を だき

地方公共団体等の主導によるまちづくり等と 体となった先導 試行導入の加速
（超小型モビリティの特性・魅力を引き出し、かつ創意工夫にあふれる優れた取組みを選定し、重点的に支援（※））

※事業計画を公募、外部有識者により評価。優れた計画を選定して、重点的に支援。※事業計画を公募、外部有識者により評価。優れた計画を選定して、重点的に支援。

地方公共団体等の主導によるまちづくり等と 体となった先導 試行導入の加速
（超小型モビリティの特性・魅力を引き出し、かつ創意工夫にあふれる優れた取組みを選定し、重点的に支援（※））

※事業計画を公募、外部有識者により評価。優れた計画を選定して、重点的に支援。

＜先導・試行導入に係る事業計画の実施費用（車両導入、事業計画立案及び効果評価費等）の１／２（民間事業者等にあっては１／３）を補助＞

超小型モビリティの特性を最大限活かした

「成功事例の創出」

幅広い市民の方々に実際に車両を見て乗っていただきつつ

「生活・移動スタイル再考機会の創出」
「広範な国民理解の醸成」

幅広い普及に向け社会受容性を高めつつ、車両区分等関連制度の整備、これを活用した低炭素・集約型まち
づくりに関する検討を加速。超小型モビリティの市場を創出。

※ 都市局「先導的都市環境形成促進事業」、住宅局「環境・ストック活用推進事業」等との連携を予定



超小型モビリティがもたらす社会的便益 ～高齢者や子育て層の移動支援、観光振興等～

○超小型モビリティは 高齢者・子育て層の移動支援 観光振興など多くの社会的便益を

観光地等の振興

○超小型モビリティは、高齢者・子育て層の移動支援、観光振興など多くの社会的便益を
生み出す。

歩行者との親和性
◎ 狭い街路・街並みへの誘導や回遊

性の向上等により、来訪者の立寄り
先を増加。

◎ コンパクトであるため、歩行者と離
間がとれ、歩行者が安心して歩ける
環境づくりに貢献。さらに、先進的な
予防安全機能の搭載が期待される

◎ 川のせせらぎなど周辺自然環境
の気づき、新たな観光資源の発掘
等を通じ、観光地の魅力・にぎわい
を向上。

日産 ニューモビリティコンセプト

予防安全機能の搭載が期待される。

◎ 歩行者と運転者とのコミュニケー
ション等を通じ、従来のクルマと人
の関わりが変化。を向 。

多様なコンセプトの多様なコンセプトの
超小型モビリティにより、超小型モビリティにより、
日常生活や小口物流に日常生活や小口物流に

手軽で、手軽で、手軽で、手軽で、
とりまわしのし易い、とりまわしのし易い、
全く新たな交通手段全く新たな交通手段

を提供を提供高齢者や子育て層
の移動支援 小口物流の効率化

トヨタ車体 コムストヨタ ｉ－ＲＯＡＤ

◎ 輸送経路や輸送手段の合理化に
よる小口物流の輸送効率・サービス
の向上。

◎ 高齢者等あらゆる世代の外出機
会の増加、コミュニケーションの活
性化（地域活動への参加、買い物、通院、通勤・

通学、知人宅への訪問など）。

援

◎ 市街地・都心部店舗での既存の狭
いスペースを活用した、効率的な荷
捌きの実現。

通学、知人宅 の訪問など）。

◎ 子育て層等の日常生活における
移動支援（買い物、通勤、学校送迎など）。

ホンダ マイクロコミュータープロトタイプ


